
(57)【要約】
　　【課題】　超音波装置によって臓器の形状や位置を高精度に抽出することのできるよ
うにした超音波医学用生体近似ファントムを提供する。
　　【解決手段】　ゼラチンを人体の胴部の形状に造形し不溶化した胴部模型に、ゼラチ
ンを人体の臓器の形状に造形し不溶化した臓器模型を内蔵し、臓器模型は胴部模型の表面
から照射した超音波による画像処理モニターの色調を胴部模型の色調と異ならせるように
する。
　臓器模型は、微粒子を混入するか、繊維を所定の形状に混入するか、あるいはこれらを
組合せることにより、画像処理モニターの色調を胴部模型の色調と異ならせる。
【選択図】　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 医 学 実 習 用 の 人 体 模 型 あ る い は 超 音 波 装 置 の 校 正 用 標 準 模 型 と し て 用 い ら れ る 超 音
波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム で あ っ て 、
　 ゼ ラ チ ン を 人 体 の 胴 部 の 形 状 に 造 形 し 不 溶 化 し た 胴 部 模 型 に 、 ゼ ラ チ ン を 人 体 の 臓 器 の
形 状 に 造 形 し 不 溶 化 し た 臓 器 模 型 を 内 蔵 し 、 臓 器 模 型 は 胴 部 模 型 の 表 面 か ら 照 射 し た 超 音
波 に よ る 画 像 処 理 モ ニ タ ー の 色 調 を 胴 部 模 型 の 色 調 と 異 な ら せ る よ う に な し た こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 胴 部 模 型 の 表 面 に は 水 分 蒸 発 を 抑 制 す る 被 膜 が コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載
の 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 臓 器 模 型 の 表 面 に は 水 分 蒸 発 を 抑 制 す る 被 膜 が コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載
の 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 臓 器 模 型 は 、 ゼ ラ チ ン を 袋 状 に 造 形 し て 不 溶 化 し そ の 内 部 に 水 又 は 超 音 波 特 性 が 水 に
類 似 し た 液 体 を 封 入 密 封 し て 製 作 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン
ト ム 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 臓 器 模 型 は 、 微 粒 子 が 混 入 さ れ た ゼ ラ チ ン を 用 い て 成 形 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ３ 又 は
４ に 記 載 の 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 臓 器 模 型 は 、 繊 維 が 所 定 の 形 状 に 混 入 さ れ た ゼ ラ チ ン を 用 い て 成 形 さ れ て い る 請 求 項
１ 、 ３ 又 は ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 臓 器 模 型 は 、 微 粒 子 が 混 入 さ れ る と と も に 繊 維 が 所 定 の 形 状 に 混 入 さ れ た ゼ ラ チ ン を
用 い て 製 作 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ３ 又 は ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ
ン ト ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム に 関 し 、 特 に 超 音 波 を 当 て 、 そ の 超 音 波 画 像
の 色 調 に よ っ て 内 蔵 模 型 の 診 断 実 習 を 行 う 人 体 模 型 及 び 超 音 波 装 置 の 校 正 用 標 準 模 型 と し
て 用 い ら れ る フ ァ ン ト ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 代 の 医 療 に お い て 超 音 波 検 査 は 必 要 不 可 欠 で あ り 、 検 査 を 行 う 者 に は 高 度 な 知 識 と 経
験 及 び 技 術 が 要 求 さ れ る 。 従 来 、 検 査 を 行 う 者 を 教 育 し 研 修 さ せ る 場 合 、 病 院 等 の 医 療 機
関 に て 知 識 経 験 の 豊 富 な 指 導 者 の 下 、 実 際 の 患 者 を 検 査 し な が ら ト レ ー ニ ン グ を 行 っ て い
た が 、 実 際 の 患 者 を 実 習 に 用 い る 関 係 上 、 教 育 や 研 修 に 時 間 的 な 制 約 が あ る ば か り で な く
、 経 験 す る 疾 患 に も か な り の 制 約 が あ る の が 実 情 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 超 音 波 検 査 装 置 の メ ー カ ー で は 製 造 し た 装 置 を 校 正 す る 際 に 、 適 切 な 人 体 模 型 が
な く 、 各 社 独 自 の 方 法 、 例 え ば 検 査 技 師 が 自 分 の 身 体 を 用 い て チ ェ ッ ク す る こ と に よ っ て
校 正 を 行 っ て い る の が 実 情 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 寒 天 、 ゼ ラ チ ン 、 ゴ ム 、 そ の 他 の 超 音 波 特 性 が 人 体 に 近 似 す る 素 材 を 用 い て 製
作 し た 超 音 波 フ ァ ン ト ム が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 粉 体 を 懸 濁 し た 高 分 子 ゲ ル （ ポ リ ビ
ニ ー ル ア ル コ ー ル ） を 用 い た 超 音 波 フ ァ ン ト ム （ 特 許 文 献 １ ） 、 堅 く 弾 力 性 の あ る 例 え ば
Ａ Ｂ Ｓ プ ラ ス ッ チ ッ ク 製 の ケ ー ス 内 に 水 ベ ー ス ポ リ マ ー 等 の 組 織 模 倣 材 料 を 充 填 し た 超 音
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波 フ ァ ン ト ム （ 特 許 文 献 ２ ） 、 等 が 知 ら れ て い る が 、 い ず れ も 人 体 の 臓 器 の 形 状 や 内 部 構
造 を 再 現 し た も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 液 状 シ リ コ ン ゴ ム を 成 形 硬 化 さ せ て 臓 器 模 型 及 び 人 体 胴 部 模 型 を 製 作 し 、
こ の 臓 器 模 型 を 胴 部 模 型 に 内 蔵 し た 人 体 模 型 （ 特 許 文 献 ３ ） 、 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ５ ５ ８ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ０ ５ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ２ ４ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 記 特 許 文 献 ３ 記 載 の 人 体 模 型 は 超 音 波 特 性 を 人 体 に 近 似 さ せ て い る も の の 、
生 体 に 由 来 す る 素 材 で 製 作 さ れ て い な い の で 、 得 ら れ た 超 音 波 画 像 に は 本 来 の 人 体 か ら 得
ら れ る 超 音 波 画 像 に 比 し て 歪 み が 生 じ や す く 、 臓 器 の 形 状 や 位 置 を 高 精 度 に と ら え る こ と
が 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は か か る 問 題 点 に 鑑 み 、 超 音 波 検 査 装 置 に よ っ て 臓 器 の 形 状 や 位 置 を 高 精 度 に 抽
出 す る こ と の で き る よ う に し た 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム を 提 供 す る こ と を 課 題 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム は 、 超 音 波 医 学 実 習 用 の 人 体 模
型 あ る い は 超 音 波 装 置 の 校 正 用 標 準 模 型 と し て 用 い ら れ る 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト
ム で あ っ て 、 ゼ ラ チ ン を 人 体 の 胴 部 の 形 状 に 造 形 し 不 溶 化 し た 胴 部 模 型 に 、 ゼ ラ チ ン を 人
体 の 臓 器 の 形 状 に 造 形 し 不 溶 化 し た 臓 器 模 型 を 内 蔵 し 、 臓 器 模 型 は 胴 部 模 型 の 表 面 か ら 照
射 し た 超 音 波 に よ る 画 像 処 理 モ ニ タ ー の 色 調 を 胴 部 模 型 の 色 調 と 異 な ら せ る よ う に な し た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 は 胴 部 模 型 及 び 臓 器 模 型 に 生 体 に 由 来 す る ゼ ラ チ ン を 用 い る よ う に
し た 点 に あ る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 照 射 に よ っ て 得 ら れ た 超 音 波 画 像 は 本 来 の 人 体 か ら 得
ら れ る 超 音 波 画 像 と 実 質 的 に 同 じ で 、 歪 み が 少 な く 、 臓 器 の 形 状 や 位 置 を 高 精 度 に と ら え
る こ と が で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ゼ ラ チ ン は 不 溶 化 剤 を 加 え 、 空 気 中 の 湿 気 に 触 れ さ せ 、 紫 外 線 や γ 線 を 照 射 し 、 あ る い
は 過 度 に 高 熱 を 加 え る だ け で 、 室 温 で 殆 ど 収 縮 す る こ と な く 不 溶 化 し て 形 状 が 固 定 し 、 又
比 較 的 低 温 短 時 間 加 熱 す る だ け で 形 状 が 固 定 す る 。 こ の 性 質 を 利 用 し て 臓 器 の 形 状 に 成 形
す る こ と が で き る 。 ゼ ラ チ ン の 不 溶 化 剤 に は 公 知 の 薬 品 、 例 え ば ア ル デ ヒ ド 類 、 ミ ョ ウ バ
ン 類 、 ケ ト ン 類 、 ポ リ エ ポ キ シ 化 合 物 あ る い は ク ロ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ト ラ ン ス グ ル タ ミ
ナ ー ゼ を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ゼ ラ チ ン に は 牛 由 来 ゼ ラ チ ン 、 鶏 由 来 ゼ ラ チ ン 、 豚 由 来 ゼ ラ チ ン 、 そ の 他 の 生 体 由 来 ゼ
ラ チ ン を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 ゼ ラ チ ン の 不 溶 化 剤 は 用 い る ゼ ラ チ ン に よ っ て 不 溶
化 特 性 が 異 な る の で 、 ゼ ラ チ ン の 種 類 等 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の ゼ ラ チ ン の 造 形 物 は 気 泡 を 残 留 し な い 限 り 、 超 音 波 を 当 て て 画 像 処 理 す る と 、 画 像
処 理 モ ニ タ ー に は 造 形 物 が 黒 い 色 調 と し て 現 れ 、 そ の 状 態 を 視 覚 に よ っ て 認 識 す る こ と が
で き る 。 こ の 黒 い 色 調 は 照 射 し た 超 音 波 が ゼ ラ チ ン 造 形 物 で 反 射 さ れ ず に 透 過 す る こ と に
よ っ て 生 ず る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 ゼ ラ チ ン に 大 き さ の 比 較 的 均 一 な 微 粒 子 を 均 一 に 混 入 し て 成 形 し 、 こ の 造 形 物

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-118187 A 2005.5.12



に 超 音 波 を 当 て る と 、 画 像 処 理 モ ニ タ ー の 色 調 は 混 入 し た 微 粒 子 の 濃 度 の 増 加 に 伴 っ て 黒
色 か ら 白 色 に 変 化 す る 。 こ れ は 照 射 し た 超 音 波 が 微 粒 子 で 反 射 し そ の 反 射 波 が 捕 捉 さ れ る
こ と に よ っ て 起 る 現 象 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 ゼ ラ チ ン を 袋 状 に 造 形 し て 不 溶 化 し 、 こ の 袋 状 の 造 形 物 内 に 無 菌 の 水 や 超 音 波 特
性 が 水 に 類 似 し た 液 体 （ 例 え ば 、 透 明 ゼ リ ー ） を 充 填 す る こ と に よ っ て 胆 嚢 模 型 と す る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 ゼ ラ チ ン を 門 脈 、 静 脈 あ る い は 膵 管 の 形 状 に 造 形 し て 不 溶 化 し 、 こ
れ を 微 粒 子 混 入 ゼ ラ チ ン で 成 形 し た 肝 臓 あ る い は 膵 臓 内 に 埋 設 す る と 、 正 確 な 肝 臓 又 は 膵
臓 の 模 型 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ゼ ラ チ ン に 混 入 す る 微 粒 子 は 平 均 粒 径 を 数 μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と す る が よ く 、 カ ー ボ ン グ
ラ フ ァ イ ト パ ウ ダ ー 、 ゲ ル 濾 過 担 体 の 粉 粒 、 石 膏 の 粉 粒 な ど が 用 い ら れ る こ と が で き 、 混
入 量 は ゼ ラ チ ン に 対 し て ０ ～ ２ ０ 容 量 ％ 程 度 の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 微 粒 子 に 代 え 、 太 さ が 比 較 的 均 一 な 細 い 繊 維 を 綿 状 又 は ス ポ ン ジ 状 の 形 態 で ゼ ラ
チ ン に 混 入 し 造 形 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 の 繊 維 の 太 さ は 数 μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と す る
の が よ く 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ナ イ ロ ン 、 塩 化 ビ ニ ー ル 等 が 用 い ら れ る こ と が で き 、 又 そ の 太
さ や 密 度 を 変 え る こ と に よ り 超 音 波 画 像 処 理 に よ る モ ニ タ ー 上 の 色 調 を 変 化 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 微 粒 子 と 細 い 繊 維 と を 組 合 わ せ て ゼ ラ チ ン に 混 入 し て 成 形 す る よ う に し て も 、
上 記 と 同 様 に 色 調 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 医 学 用 生 体 近 似 フ ァ ン ト ム で は 上 記 と 同 様 に し て 他 の 臓 器 模 型 （ 例
え ば 、 胎 児 、 胃 、 腸 、 脾 臓 、 子 宮 、 卵 巣 、 膀 胱 等 ） を 造 形 し て 不 溶 化 し 、 こ れ ら を 皮 膚 に
よ く 似 た 性 質 の ゼ ラ チ ン 造 形 物 で あ る 人 体 の 胴 部 模 型 （ 胸 部 及 び 腹 部 を 含 む ） に 内 蔵 し 密
着 さ せ て 人 体 模 型 を 製 作 す る 。 な お 、 胎 児 は 一 般 的 に は 臓 器 に は 含 ま れ な い が 、 子 宮 内 の
胎 児 も 臓 器 と 同 様 に 超 音 波 診 断 の 対 象 と さ れ て い る の で 、 本 発 明 の 臓 器 模 型 に 含 ま せ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ゼ ラ チ ン の 造 形 物 は そ の ま ま 外 気 に 露 出 す る と 、 含 有 水 分 が 蒸 発 し 、 そ の 超 音 波
特 性 が 経 時 変 化 し て し ま い 、 正 確 な 画 像 が 得 ら れ な い お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 胴 部 模 型 の
表 面 及 び ／ 又 は 臓 器 模 型 の 表 面 に は 水 分 蒸 発 を 抑 制 す る 被 膜 、 例 え ば 液 状 シ リ コ ン ゴ ム の
被 膜 を コ ー テ ィ ン グ す る の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 ゼ ラ チ ン 製 の 臓 器 模 型 や 胴 部 模 型 は 黴 や 腐 敗 に よ っ て 長 期 使 用 に 耐 え な い お そ
れ が あ る 。 そ こ で 、 臓 器 模 型 や 胴 部 模 型 の 成 形 時 に 、 ゼ ラ チ ン に 防 黴 剤 及 び ／ 又 は 防 腐 剤
を 添 加 し 、 塩 酸 や 硫 酸 等 の 酸 を 加 え て ｐ Ｈ を ２ ～ ４ に 調 整 し 、 あ る い は こ れ ら の 方 法 を 併
用 す る の が よ い 。 防 腐 剤 ・ 防 黴 剤 に は 公 知 の 薬 品 、 例 え ば 、 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 安 息 香 酸
、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 、 イ マ ザ リ ル 、 オ ル ト フ ェ ニ ル フ ェ ノ ー ル 、 オ ル ト フ ェ ニ ル フ ェ ノ
ー ル ナ ト リ ウ ム 、 ジ フ ェ ニ ル 、 次 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ソ ル ビ ン 酸 カ リ ウ ム 、 チ ア ベ ン ダ ゾ
ー ル 、 デ ヒ ド ロ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 イ ソ ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 イ
ソ プ ロ ピ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香
酸 プ ロ ピ ル 、 プ ロ ピ オ ン 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 カ リ ウ ム 、 プ ロ ピ オ ン 酸 ナ ト エ ウ ム 等 、 等 を 用
い る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 〔 肝 臓 模 型 〕
　 超 音 波 の 処 理 画 像 モ ニ タ ー 上 で 黒 く 抽 出 さ れ る ゼ ラ チ ン に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を ゼ ラ チ
ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ２ ％ 添 加 し 、 肝 臓 内 部 に あ る 門 脈 及 び 静 脈 の 形 状 を そ れ ぞ れ 別 々 に
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造 形 し 、 不 溶 化 剤 と し て の グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド の 作 用 に よ っ て ゼ ラ チ ン を 不 溶 化 し て 、 造
形 し た 形 状 に 固 定 す る 。 次 に 、 肝 臓 実 質 を 再 現 す る た め に 、 ゼ ラ チ ン に ゲ ル ろ 過 担 体 （ 商
品 名 ： Ｓ ｅ ｐ ｈ ａ ｄ ｅ ｘ ） の 粉 末 を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ０ ． １ ％ 混 入 す る と と も
に 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ２ ％ 添 加 し 、 す で に 造 形 し 不 溶 化
し た 門 脈 及 び 静 脈 の 模 型 と と も に 肝 臓 全 体 の 形 状 に 造 形 し 、 不 溶 化 剤 の 作 用 に よ っ て そ の
造 形 し た 形 状 に 固 定 し て 肝 臓 模 型 を 成 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 〔 膵 臓 模 型 ］
　 同 様 に 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を ゼ ラ チ ン に 対 し て 重 量 比 で 約 ２ ％ 添 加 し 、 こ の ゼ ラ チ ン
を 膵 臓 内 部 に あ る 膵 管 の 形 状 に 造 形 し 、 そ の 形 状 に 固 定 す る 。 次 に 、 膵 臓 実 質 を 再 現 す る
た め に 、 ゼ ラ チ ン に カ ー ボ ン グ ラ フ ァ イ ト パ ウ ダ ー を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 １ ％ 、
及 び グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ２ ％ 混 入 し 、 既 に 成 形 し た 膵 管 模
型 と と も に 膵 臓 全 体 の 形 状 に 造 形 し 、 そ の 形 状 に 固 定 し て 肝 臓 模 型 を 成 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 〔 腎 臓 模 型 〕
　 腎 臓 内 部 に あ る 髄 質 部 は 超 音 波 処 理 画 像 モ ニ タ ー 上 白 っ ぽ く 抽 出 さ れ る 。 こ れ を 再 現 す
る た め に 、 ゼ ラ チ ン に 、 ゲ ル ろ 過 担 体 （ 商 品 名 ： Ｓ ｅ ｐ ｈ ａ ｄ ｅ ｘ ） の 粉 末 を ゼ ラ チ ン に
対 す る 重 量 比 で 約 ０ ． ２ ％ 混 入 す る と と も に 、 太 さ の 均 一 な ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ ニ ッ ソ ー
社 製 、 鑑 賞 魚 用 上 部 フ ィ ル タ ー 、 繊 維 の 太 さ ６ デ ニ ー ル 実 測 値 約 ３ ０ μ ｍ ） を 綿 の 塊 状 に
混 入 し 、 さ ら に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ２ ％ 添 加 し 、 髄 質 部 の
形 状 に 造 形 し 、 そ の 形 状 に 固 定 し て 髄 質 部 模 型 を 製 作 す る 。 次 に 、 腎 皮 質 部 を 再 現 す る た
め に 、 ゼ ラ チ ン に ゲ ル ろ 過 担 体 （ 商 品 名 ： Ｓ ｅ ｐ ｈ ａ ｄ ｅ ｘ Ｇ － ２ ５ Ｓ ｕ ｐ ｅ ｒ ｆ ｉ ｎ ｅ
） の 粉 末 を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ０ ． １ ％ 混 入 す る と と も に 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド
を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ２ ％ 添 加 し 、 既 に 成 形 し た 髄 質 部 の 模 型 と と も に 腎 臓 全 体
の 形 状 に 造 形 し 、 そ の 形 状 に 固 定 し て 腎 臓 模 型 を 成 形 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 〔 胆 嚢 模 型 〕
　 胆 嚢 壁 は 袋 状 を な し て い る 。 そ こ で 、 ゼ ラ チ ン に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を ゼ ラ チ ン に 対 す
る 重 量 比 で 約 ２ ％ 添 加 し 、 胆 嚢 全 体 の 形 状 の 薄 い 袋 状 に 造 形 し 、 そ の 形 状 に 固 定 し て 胆 嚢
壁 の 模 型 を 製 作 し 、 こ の 袋 状 の 胆 嚢 壁 に 水 を 入 れ て 封 入 し て し 胆 嚢 模 型 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 〔 人 体 模 型 〕
　 上 述 と 同 様 の 方 法 に よ り 、 他 の 臓 器 （ 胎 児 、 胃 、 腸 、 脾 臓 、 子 宮 、 卵 巣 、 膀 胱 等 ） も 再
現 す る 。 そ し て 、 個 別 に 成 形 し た そ れ ぞ れ の 臓 器 模 型 を ゼ ラ チ ン を 使 っ て 密 着 さ せ る 。 ま
た 、 ゼ ラ チ ン に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を ゼ ラ チ ン に 対 す る 重 量 比 で 約 ２ ％ 添 加 し 、 密 着 さ せ
た 個 々 の 臓 器 模 型 と と も に 人 体 の 胴 部 の 形 状 に 造 形 し 、 そ の 形 状 に 固 定 し 、 皮 膚 に よ く 似
た 表 面 を 有 す る 胴 部 模 型 を 成 形 す る と 、 目 的 の 人 体 模 型 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 人 体 模 型 は 、 人 体 の 超 音 波 特 性 及 び 人 体 構 造 を 忠 実 に 再 現 し た も の で あ り 、 解 剖 学
上 の 知 識 や 超 音 波 診 断 に 関 す る 技 術 を 習 得 す る た め に 、 何 度 で も 、 何 時 間 で も ト レ ー ニ ン
グ を す る こ と が で き る 。 さ ら に は 、 様 々 な 疾 患 も 再 現 す る こ と が で き る た め 、 施 設 に よ っ
て は 実 際 の 患 者 で は な か な か 経 験 出 来 な い 疾 患 も 学 ぶ こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 人 体 模 型
は 各 種 の 超 音 波 装 置 を 高 精 度 に 校 正 す る 標 準 模 型 と し て 用 い る こ と が で き る 。
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